
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

五
一

「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

│
〝
戦
後
七
〇
年
〞
関
連
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
分
析
を
中
心
に

│

米　
　

倉　
　
　
　
　

律

1
．
問
題
の
所
在

第
二
次
世
界
大
戦
の
直
接
的
な
経
験
者
が
高
齢
化
し
そ
の
数
が
減
少
す
る
な
か
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
次
世
代
に
ど
う
継
承
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
。「
戦
後
七
〇
年
」
の
節
目
に
あ
た
る

二
〇
一
五
年
に
は
、
戦
後
生
ま
れ
世
代
の
割
合
が
人
口
の
八
割
を
超
え
、
逆
に
敗
戦
時
に
一
〇
歳
以
上
だ
っ
た
人
の
割
合
は
八
％
以
下
に

な
っ
た
。
ま
た
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八
〇
歳
を
超
え
る
と
と
も
に
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
日
付
に
つ
い
て
正
し
く
答
え
ら
れ
な
い
人
が
七
割
程
度
に
上
っ
て
い
る
（
政
木　
二
〇
一
五
）。

論　

説

（
四
六
九
）
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五
二

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
る
戦
争
・
終
戦
関
連
報
道
に
お
い
て
も
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
日
や
「
終
戦
記
念
日
」
の
八
月
一
五
日
の
前
後
の
時
期
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

が
戦
争
・
終
戦
関
連
の
テ
ー
マ
を
集
中
的
に
報
道
す
る
こ
と
が
慣
例
化
し
て
お
り
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
（
佐

藤　
二
〇
一
四
）、
そ
こ
で
も
「
継
承
」
は
近
年
に
お
け
る
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
主
題
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
（
戦
後
七
〇
年
）
八
月
前
半

（
一
日
〜
一
五
日
）
の
テ
レ
ビ
番
組
（
地
上
波
・
全
国
放
送
）
を
例
に
と
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
は
計
四
四
本
の
戦
争
・
終
戦
関
連
番
組
を
放

送
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
近
い
番
組
が
テ
ー
マ
と
し
て
「
継
承
」
を
扱
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
番
組
は
、
戦
争
に
関
わ
る
ど
の
よ
う
な
人
達
の
体
験
や
記
憶
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
言
う
ま
で
も
な
く
戦
争
体
験
は
、
激
戦
地
に
お
け
る
戦
闘
や
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
体
験
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
極
限
的
で

過
酷
で
あ
る
と
と
も
に
殆
ど
の
場
合
に
お
い
て
固
有
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
を
表
象
し
た
り
他
者
と
共
有
し
た
り
す
る
こ
と

の
困
難
性
（
表
象
不
可
能
性
、
理
解
不
可
能
性
、
伝
達
不
可
能
性
）
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
浜　
二
〇
〇
五

（
1
））。

こ
う
し
た
困
難
性
は
、

戦
争
を
同
時
代
の
も
の
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
体
験
し
た
世
代
か
ら
、
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
へ
と
世
代
を
超
え

て
継
承
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
や
終
戦
に
関
わ
る
体
験
や
記
憶
は
多
種
多
様
で

あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
を
「
継
承
」
す
る
こ
と
は
無
論
不
可
能
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
ま
た
教
科
書
や
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
を
介
し
て
、
戦
争
・
終
戦
に
関
す
る
「
体
験
」
や
「
記
憶
」
の
あ
る
部
分
は

継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
別
の
部
分
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
忘
却
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
め
ぐ

る
選
択
や
排
除
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
背
後
に
は
政
治
社
会
的
な
力
学
（
＝
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
が
作
用
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
伊
藤　
二
〇
〇
二
）。
従
っ
て
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
は
「
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
や
社
会
状
況
と
の
相

（
四
七
〇
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
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を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

五
三

互
関
係
や
、
共
同
体
や
国
家
の
歴
史
叙
述
と
の
相
関
、
共
同
、
対
立
、
批
判
」
と
い
っ
た
諸
要
素
が
相
互
に
絡
み
合
っ
た
複
雑
な
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
（
宋　
二
〇
一
一
）。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
の
終
戦
関
連
番
組
が
、
そ
も
そ

も
表
象
し
理
解
し
伝
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
い
か
に
し
て
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
ど
の
よ
う
に
選
択
／
排
除
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
種
類
の
「
戦

争
体
験
・
記
憶
」
が
継
承
さ
れ
る
／
さ
れ
な
い
の
か
と
い
っ
た
諸
点
が
検
証
さ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、
最
初
に
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
参
照

し
な
が
ら
検
討
し
（
二
節
）、
そ
の
う
え
で
「
戦
後
七
〇
年
」
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
二
〇
一
五
年
八
月
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
の
テ

レ
ビ
番
組
の
中
か
ら
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
番
組
を
対
象
と
し
た
内
容
分
析
を
行
う
。
ま
ず
分
析
対
象
と
な
る
番
組
群
を
抽
出
し
、

そ
の
概
要
を
整
理
・
検
討
す
る
（
三
章
）。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
番
組
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
の
内
容
・
演
出
の
特
徴
や
傾
向
を
分
析

し
（
四
節
）、
最
後
に
問
題
点
や
課
題
を
考
察
す
る
（
五
節
）。

2
．
メ
デ
ィ
ア
に
媒
介
さ
れ
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」

⑴　
「
戦
争
の
記
憶
」
研
究
と
メ
デ
ィ
ア
表
象

戦
争
を
主
題
と
し
て
扱
う
日
本
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

論
者
は
多
い
。
そ
れ
は
戦
争
に
つ
い
て
の
直
接
的
「
体
験
」
を
出
発
点
ま
た
は
前
提
に
し
た
研
究
か
ら
、
戦
争
の
「
記
憶
」
お
よ
び
そ
の

共
有
や
継
承
を
問
題
と
す
る
研
究
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
エ
ヤ
ル
・
ベ
ン
‐
ア
リ
は
こ
の
転
換
に
つ
い
て
、
歴
史
学
や
社
会
学
の
領
域
に

（
四
七
一
）
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五
四

お
け
る
世
界
的
な
「
記
憶
論
│
記
憶
研
究
」
の
興
隆
を
背
景
と
し
た
「
日
本
版
『
記
憶
ブ
ー
ム
』」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
（
ベ
ン
‐
ア
リ　

二
〇
一
〇
：
六
頁
）。
ま
た
野
上
元
（
二
〇
一
一
）
は
、
イ
ア
ン
・
ブ
ル
マ
『
戦
争
の
記
憶
│
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
』
の
翻
訳
（
一
九
九
四
年
）、

雑
誌
『
現
代
思
想
』
の
「
戦
争
の
記
憶
」
特
集
（
一
九
九
五
年
一
月
号
）、
高
橋
哲
哉
『
記
憶
の
エ
チ
カ
│
戦
争
・
哲
学
・
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
』（
一
九
九
五
）、
富
山
一
郎
『
戦
場
の
記
憶
』（
一
九
九
五
）
な
ど
、「
記
憶
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
研
究
成
果
が
一
九
九
五
年

前
後
に
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
野
上
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
「
敗
戦
よ
り
五
〇
年
と
い
う
時
間
の
経
過
に
お
い
て
、

戦
争
の
経
験
に
関
す
る
諸
観
念
を
『
記
憶
』
と
い
う
用
語
に
お
い
て
統
括
し
よ
う
と
す
る
動
き
」
で
あ
り
、「
過
去
の
戦
争
の
経
験
が
、

も
は
や
そ
の
当
事
者
で
な
い
こ
と
を
自
明
の
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
対
象
化
さ
れ
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
の
帰
結
で
あ
る

（
野
上　
二
〇
一
一
：
二
三
九
頁
）。
加
藤
典
洋
『
敗
戦
後
論
』（
一
九
九
五
）
の
刊
行
に
端
を
発
す
る
「
歴
史
主
体
論
争
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

日
本
の
戦
争
責
任
や
戦
後
処
理
へ
の
評
価
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
、
歴
史
教
科
書
問
題
な
ど
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
向
や
議
論
（
歴
史
修
正
主

義
の
台
頭
、
歴
史
認
識
問
題
）
も
「
戦
争
の
記
憶
を
め
ぐ
る
論
争
」（
岩
崎　
二
〇
〇
二
：
二
六
五
頁
）
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

（
2
）

。

「
記
憶
論
的
転
回
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
こ
う
し
た
戦
争
の
「
記
憶
」
の
あ
り
方
を
焦
点
化
す
る
研
究
や
社
会
的
議
論
に
と
っ
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
対
象
領
域
の
ひ
と
つ
が
メ
デ
ィ
ア
表
象
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
岩
崎
稔
・
長
志
珠
絵
（
二
〇
一
五
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

戦
争
の
「
記
憶
」
の
位
相
が
戦
争
経
験
者
ら
に
よ
っ
て
直
接
的
に
伝
え
ら
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
記
憶
」
と
い
う
位
相
か
ら
、

そ
う
し
た
直
接
の
当
事
者
が
も
は
や
不
在
と
な
る
な
か
、
も
っ
ぱ
ら
文
化
的
表
現
物
を
介
し
て
再
生
産
さ
れ
る
「
文
化
的
記
憶
と
い
う
位

相
」
へ
と
変
位
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
文
化
的
記
憶
」
と
は
、
近
年
の
「
記
憶
」
研
究
の
欧
州
に
お
け
る
中
心
的
論
客
の
一
人

で
あ
る
ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
が
提
唱
す
る
概
念
で
あ
る
。
ア
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
文
化
的
記
憶
」
と
は
、
人
々
の
日
常
的
な
相
互
作
用

の
中
で
生
じ
、
同
時
代
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
記
憶
」
と
は
異
な
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

（
四
七
二
）
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五
五

も
の
で
あ
り
、
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
や
そ
れ
に
基
づ
く
文
化
的
実
践
が
な
け
れ
ば
世
代
や
時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
得
な
い
種
類
の
記
憶
で

あ
る
（
ア
ス
マ
ン　
一
九
九
九
＝
二
〇
〇
七
：
三
三
頁
）。
こ
こ
で
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
映
画
、
広
告
と
い
っ
た
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
詩
や
小
説
な
ど
の
文
学
作
品
、
歴
史
教
科
書
、
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
に
お
け
る
各
種
の
展
示
、
さ
ら
に

は
戦
争
に
関
連
す
る
儀
式
や
記
念
碑
、
祭
典
な
ど
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
（
森
村
敏
己　
二
〇
〇
六
：
一
九
頁
）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
対
象
に
し
た
歴
史
社
会
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
通
じ
た
戦
争
像
の
再
構
成
と
い
う
方
向
で

は
な
く
、
そ
の
中
に
表
れ
て
い
る
「『
戦
争
観
』
に
注
目
し
、
戦
後
の
過
程
に
お
け
る
そ
の
『
推
移
』
や
『
相
克
』
に
関
心
」
の
力
点
が

置
か
れ
て
い
る
（
成
田　
二
〇
一
五
：
八
頁
）。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
表
象
の
中
に
「『
戦
後
』
の
作
為
を
見
出
し
、
こ
の
検
証
を
通
じ
て
戦
後

の
戦
後
性
を
解
明
し
戦
後
の
歴
史
化
」
を
図
る
試
み
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
対
象
と
し
た
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
研
究
に
は
、
す
で
に
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
史
研
究

者
で
あ
る
福
間
良
明
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
（
福
間　
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
九
）。
例
え
ば
、
福
間
は

『「
反
戦
」
の
メ
デ
ィ
ア
史

│
戦
後
日
本
に
お
け
る
世
論
と
與
論
の
拮
抗
』
に
お
い
て
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』『
ひ
め
ゆ
り
の
塔
』

『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
と
い
っ
た
代
表
的
な
反
戦
文
学
（
映
画
）
の
受
容
の
さ
れ
方
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
戦
後
に
お
け
る
戦
争
（
反
戦
）
を

め
ぐ
る
世
論
の
動
向
を
読
み
解
い
て
い
る
。
広
島
・
長
崎
の
「
被
爆
体
験
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
記
憶
が
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
表
象
さ
れ
、
語
ら
れ
て
い
る
か
を
分
析
し
た
研
究
は
数
多
い
（
例
え
ば
、
奥
田　
二
〇
一
〇
、
柴
田　
二
〇
一
五
、
福
間
・
山
口
・
吉
村　

二
〇
一
二
な
ど
）。
ま
た
、
写
真
や
歌
、
マ
ン
ガ
、
ア
ー
ト
、
博
物
館
・
資
料
館
、
記
念
碑
な
ど
、
よ
り
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
対
象
に

「
戦
争
の
記
憶
」
と
そ
の
背
後
に
あ
る
政
治
社
会
的
力
学
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
試
み
も
少
な
く
な
い
（
森
村
編　
二
〇
〇
六
、
関
沢
編　

二
〇
一
〇
、
古
市　
二
〇
一
三
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
・
ス
ズ
キ　
二
〇
一
四
、
金
子　
二
〇
一
二
な
ど
）。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
番
組
を
対
象
と
し
た
研

（
四
七
三
）
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五
六

究
は
多
く
な
い
。
同
じ
映
像
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
映
画
や
ア
ニ
メ
作
品
な
ど
と
異
な
り
、
テ
レ
ビ
番
組
の
場
合
、
特
に
古
い
も
の
の
多
く
が

保
存
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
保
存
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
研
究
に
活
用
し
得
る
よ
う
な
環
境
整
備
（
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
な
ど
）

が
遅
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
だ
。
少
数
の
例
外
と
し
て
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
扱
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
の
改
変
問
題
を
取
り

上
げ
た
崔
銀
姫
（
二
〇
〇
九
）、
戦
争
責
任
問
題
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
ど
う
取
り
上
げ
て
き
た
か
を
分
析
し
た
東
野
真

（
二
〇
一
一
）、
歴
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
戦
争
を
ど
う
表
象
し
て
き
た
か
を
検
討
し
た
桜
井
均
（
二
〇
〇
五
）
な
ど
が
あ
る

が
、
体
系
的
か
つ
実
証
的
な
研
究
は
、
放
送
番
組
の
ア
ー
カ
イ
ブ
整
備
・
公
開
が
徐
々
に
進
み
始
め
る
な
か
で
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

⑵　

テ
レ
ビ
と
社
会
的
（
集
合
的
）
記
憶

そ
れ
で
は
社
会
的
（
集
合
的
）
記
憶
を
生
成
し
、
媒
介
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
、
テ
レ
ビ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
に
「
集
合
的
記
憶
」
の
概
念
を
提
起
し
た
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
古
典
的
著
書
『
集
合

的
記
憶
』
に
お
い
て
、「
記
憶
」
を
純
粋
に
個
人
の
心
理
的
現
象
と
し
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
集
合
的
な
現
象
と
し
て
捉
え
た
（
ア
ル

ヴ
ァ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
九
）。
記
憶
に
関
す
る
理
解
を
個
人
主
義
的
・
心
理
主
義
的
な
も
の
か
ら
間
主
観
性
の
次
元
に
開
い
た
と
さ
れ
る
ア

ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
の
記
憶
理
論
の
要
諦
は
、
記
憶
が
常
に
「
社
会
的
枠
組
み
」
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
個
人
で
あ
っ
て
も
、
家
族
、
職
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家

な
ど
の
集
団
に
所
属
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
集
団
の
内
部
に
存
在
す
る
思
考
様
式
、
価
値
体
系
、
解
釈
図
式
な
ど
の
社
会
的
な

準
拠
枠
を
通
じ
て
、
個
人
は
過
去
の
出
来
事
を
時
間
・
空
間
の
中
に
位
置
づ
け
、
意
味
づ
け
、
物
語
化
し
て
い
く
。
言
い
か
え
れ
ば
、
記

（
四
七
四
）
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五
七

憶
は
集
団
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
集
団
は
記
憶
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
安
川　
二
〇
〇
八
）。

記
憶
を
こ
の
よ
う
に
社
会
的
・
集
合
的
な
枠
組
み
に
お
い
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
現
代
社
会
に
お
け
る
集
合
的
記
憶
の
生
成
お
よ
び
媒
介

プ
ロ
セ
ス
に
と
っ
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
と
り
わ
け
テ
レ
ビ
は
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
は

一
九
五
三
年
に
放
送
が
始
ま
っ
た
テ
レ
ビ
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
一
〇
〇
％
近
く
の
世
帯
に
普
及
し
、
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
視

聴
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
政
治
や
社
会
、
文
化
等
の
各
領
域
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る

（
3
）

。

国
民
一
人
当
た
り
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
一
日
三
時
間
半
前
後
に
達
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
台
頭
し
て
若
年
層

を
中
心
に
テ
レ
ビ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
も
な
お
一
人
当
た
り
の
平
均
視
聴
時
間
は
三
時
間
半
前
後
と
い
う
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。
高
い
普
及
率
と
長
時
間
の
視
聴
状
況
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
は
国
内
外
で
起
こ
る
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
を
数
百
万
〜

数
千
万
と
い
う
多
く
の
人
び
と
が
同
時
に
体
験
し
、
そ
の
視
聴
体
験
の
記
憶
を
共
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
結
果
と
し

て
、
戦
中
・
戦
後
の
歴
史
上
に
生
起
し
た
多
く
の
出
来
事
が
テ
レ
ビ
視
聴
を
通
じ
て
経
験
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
が

テ
レ
ビ
を
介
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
（
小
林
、
西
田　
二
〇
一
二
）。

こ
の
テ
レ
ビ
視
聴
を
通
じ
た
集
合
的
記
憶
の
生
成
に
お
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
第
一
は
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
ゆ
え
に
、
テ
レ
ビ
視
聴
を
通
じ
た
集
合
的
記
憶
は
、
テ
レ
ビ
番
組
が
映
し
出
し
た
映
像
（
お
よ
び
音
声
）

と
と
も
に
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
三
陸

沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
津
波
や
原
発
事
故
の
映
像
と
と
も
に
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
九
月
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
九
・
一
一
）
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
旅
客
機
が
突
入
す
る
映
像
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
さ
ら
に
過
去

に
さ
か
の
ぼ
り
、
皇
太
子
ご
成
婚
（
一
九
五
九
年
）、
六
〇
年
安
保
（
一
九
六
〇
年
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
年
）、
浅
間
山
荘
事

（
四
七
五
）
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五
八

件
（
一
九
七
二
年
）
と
い
っ
た
日
本
の
戦
後
史
・
現
代
史
を
画
し
て
き
た
数
々
の
ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
テ
レ
ビ

報
道
の
映
像
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
中
や
終
戦
直
後
、
あ
る
い
は
一
九
六
〇
年
代
以
前
の
出
来
事
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
一
般
に
「
モ
ノ
ト
ー
ン
」
の
情
景
と
と
も
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
を
撮
影
・
記
録
し
た
テ
レ
ビ
番
組
（
又
は

ニ
ュ
ー
ス
映
画
、
記
録
映
画
な
ど
）
が
カ
ラ
ー
放
送
で
は
な
く
モ
ノ
ク
ロ
放
送
の
時
代
の
も
の
だ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
放
送
は
、
電
波
と
い
う
有

限
希
少
な
資
源
を
用
い
る
事
業
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
影
響
力
が
強
い
こ
と
を
理
由
に
「
公
共
性
」
が
高
い
メ
デ
ィ
ア
と
見
な
さ
れ
（
長

谷
部
、
一
九
九
二
）、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
多
く
の
国
々
に
お
い
て
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
な
い
内
容
規
制
・
所
有
規
制
、

免
許
制
な
ど
多
く
の
公
的
規
制
や
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
電
波
行
政
と
い
う
形
で
経
営
・
事
業
面
を
公
権
力
に
監

理
・
監
督
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
編
成
・
内
容
面
に
お
い
て
も
公
的
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
は
近

代
の
国
民
国
家
の
成
立
と
一
体
と
な
っ
た
集
合
的
記
憶
の
公
的
な
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
歴
史
的
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
い

え
る
。
こ
の
点
は
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
（
出
版
、
新
聞
）
な
ど
の
他
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ

特
殊
な
性
質
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
集
合
的
記
憶
の
公
的
な
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
伊
藤
守
（
二
〇
〇
二
）
は

「
権
力
や
利
害
関
心
に
基
づ
く
特
定
の
記
憶
や
歴
史
像
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
調
達
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
な
が
ら
次
の
よ
う

に
言
う
。

そ
れ
は
、
外
部
の
政
治
的
組
織
や
種
々
の
団
体
の
圧
力
、
さ
ら
に
は
「
国
民
感
情
」
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
社
会
的
圧
力
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
複
雑
な
関
係
、
さ
ら
に
は
テ
レ
ビ
局
内
部
の
幾
つ
か
の
部
局
の
対
抗
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
エ
ー
ジ
ェ

（
四
七
六
）
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五
九

ン
ト
間
の
動
的
な
闘
争
と
交
渉
の
過
程
を
通
じ
て
、
時
に
は
個
々
の
記
憶
の
あ
か
ら
さ
ま
な
排
除
や
隠
蔽
さ
え
も
が
行
わ
れ
る
権
力
行

使
の
過
程
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
そ
こ
に
対
抗
的
な
記
憶
も
ま
た
生
成
す
る
、
せ
め
ぎ
あ
う
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
（
伊
藤　

二
〇
〇
二
：
一
五
五
頁
）。

放
送
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
節
以
降
で
は
、「
戦
後
七
〇
周
年
」
の
節
目
に
あ
た
っ
た
二
〇
一
五

年
八
月
に
放
送
さ
れ
た
戦
争
関
連
番
組
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
が
第
二
次
大
戦
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
体
験
・
記
憶
を
継
承
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
結
果
、
戦
争
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
集
合
的
記
憶
が
編
成
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

3
．〝
社
会
的
課
題
〞
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
「
継
承
」

戦
後
七
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
二
〇
一
五
年
八
月
の
一
日
〜
一
五
日
の
あ
い
だ
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
（
地
上
波
、
全
国
放
送
）
は
計
四
四

本
の
戦
争
・
終
戦
関
連
の
番
組
を
放
送
し
て
い
る

（
4
）

。
四
四
本
と
い
う
数
は
、
戦
後
放
送
さ
れ
て
き
た
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
」
の
中
で
も
戦
後
五
〇
年
に
あ
た
っ
た
一
九
九
五
年
の
四
六
本
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
。
こ
の
四
四
本
の
番
組
の
う
ち
「
戦
争
体

験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
を
、
テ
ー
マ
も
し
く
は
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
番
組
は
二
一
本
と
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
（
表
1

（
5
））。

二
一
本
の
番
組
の
放
送
時
間
量
を
合
わ
せ
る
と
計
一
六
二
三
分
（
二
七
時
間
超
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
番
組
ジ
ャ
ン
ル
で
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
が
一
六
本
、
情
報
番
組
が
二
本
、
式
典
中
継
が
一
本
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
番
組
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
が
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

（
四
七
七
）
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表
1．「

継
承
」
を
テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
番
組
一
覧
（
2015

年
8
月
1
日
～
15
日
）（
N
H
K
・
民
放
／
地
上
波
全
国
放
送
）

局
放

送
日

放
送

時
間

タ
イ

ト
ル

番
組

ジ
ャ

ン
ル

T
B
S

8
月

1
日

14
時

～
15

時
23

分
戦

後
70

年
～

千
の

証
言

「
戦

場
写

真
が

語
る

沖
縄

戦
隠

さ
れ

た
真

実
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

日
テ

レ
8
月

1
日

13
時

30
分

～
14

時
55

分
戦

後
70

年
特

別
番

組
「

い
し

ぶ
み

～
忘

れ
な

い
。

あ
な

た
た

ち
の

こ
と

を
～

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
N
H
K

8
月

2
日

21
時

～
21

時
49

分
N
H
K

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

密
室

の
戦

争
～

発
掘

・
日

本
人

捕
虜

の
肉

声
～

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
T
B
S

8
月

2
日

14
時

～
15

時
戦

後
70

年
～

千
の

証
言

「
女

達
の

赤
紙

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
日

テ
レ

8
月

3
日

0
時

55
分

～
1
時

55
分

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

’15「
平

和
宣

言
70

年
　

～
ヒ

ロ
シ

マ
は

語
る

～
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

日
テ

レ
8
月

4
日

21
時

～
22

時
54

分
戦

後
70

年
特

別
番

組
「

櫻
井

翔
＆

池
上

彰
　

教
科

書
で

学
べ

な
い

戦
争

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー

N
H
K

8
月

5
日

19
時

30
分

～
19

時
58

分
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

現
代

「
ヒ

バ
ク

シ
ャ

の
声

が
届

か
な

い
～

被
爆

70
年

　
語

り
の

現
場

で
何

が
」

情
報

番
組

N
H
K

8
月

6
日

0
時

10
分

～
0
時

40
分

N
E
X
T
　

未
来

の
た

め
に

「
ヒ

ロ
シ

マ
に

生
ま

れ
て

～
被

爆
者

と
高

校
生

た
ち

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
N
H
K

8
月

6
日

19
時

30
分

～
20

時
35

分
N
H
K

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

き
の

こ
雲

の
下

で
何

が
起

き
て

い
た

の
か

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
N
H
K

8
月

7
日

2
時

20
分

～
3
時

35
分

ヒ
バ

ク
シ

ャ
か

ら
の

手
紙

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

T
B
S

8
月

6
日

8
時

～
8
時

40
分

被
爆

か
ら

70
年

千
の

証
言

「
広

島
平

和
記

念
式

典
中

継
～

記
憶

の
継

承
」

式
典

中
継

N
H
K

8
月

9
日

21
時

～
21

時
49

分
N
H
K

ス
ペ

シ
ャ

ル
「“

あ
の

子
”

を
訪

ね
て

～
長

崎
・

山
里

小
被

爆
児

童
の

70
年

～
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

T
B
S

8
月

9
日

8
時

～
11

時
30

分
サ

ン
デ

ー
モ

ー
ニ

ン
グ

「
千

の
証

言
ス

ペ
シ

ャ
ル

～
被

爆
70

年
ナ

ガ
サ

キ
か

ら
」

情
報

番
組

テ
レ

朝
8
月

9
日

1
時

55
分

～
3
時

20
分

ザ
・

ス
ク

ー
プ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

終
戦

70
年

特
別

企
画

　
原

爆
　

70
年

目
の

“
真

実
”」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

テ
レ

朝
8
月

10
日

2
時

55
分

～
3
時

25
分

テ
レ

メ
ン

タ
リ

ー
2015

「
シ

リ
ー

ズ
戦

後
70

年
(8) 宿

命
～

ト
ル

ー
マ

ン
の

孫
と

し
て

～
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

テ
レ

朝
8
月

11
日

2
時

55
分

～
3
時

25
分

テ
レ

メ
ン

タ
リ

ー
2015「

シ
リ

ー
ズ

戦
後

70
年

(9) 爆
心

地
か

ら
世

界
へ

」
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー

N
H
K

8
月

11
日

19
時

30
分

～
20

時
43

分
N
H
K

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

ア
ニ

メ
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
 あ

の
日

、
僕

ら
は

戦
場

で
～

少
年

兵
の

告
白

～
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

テ
レ

朝
8
月

14
日

19
時

～
20

時
54

分
ス

ー
パ

ー
J
チ

ャ
ン

ネ
ル

S
P

「
終

戦
70

年
特

別
企

画
　

い
ま

、
言

い
伝

え
る

べ
き

こ
と

～
70

年
目

の
証

言
」

情
報

番
組

T
B
S

8
月

15
日

18
時

50
分

～
20

時
54

分
戦

後
70

年
～

千
の

証
言

「
私

の
街

も
戦

場
だ

っ
た

Ⅱ
今

伝
え

た
い

家
族

の
物

語
」

ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

フ
ジ

8
月

15
日

19
時

～
23

時
10

分
私

た
ち

に
戦

争
を

教
え

て
く

だ
さ

い
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー

（
四
七
八
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

六
一

て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
テ
レ
ビ
の
『
戦
後
七
〇
年
特
別
番
組
「
教
科
書
で
学
べ
な
い
戦
争
」』（
八
月
四
日
）
は
、
次
の
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
と
し
、
日
本
は
戦
後
七
〇
年
を
迎
え
ま
す
。「
戦
後
七
〇
年
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
五
〇
年
、
六
〇
年
と
は
全
く
違
っ
た
重
み
を
持

ち
ま
す
。
終
戦
時
に
生
れ
た
方
が
七
〇
歳
。
戦
争
の
記
憶
が
確
か
な
方
々
は
八
〇
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。〝
戦
争
を
知
る
世
代
〞
が
少

な
く
な
る
中
、〝
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
〞
が
「
あ
の
時
、
何
が
起
き
た
の
か
？
な
ぜ
、
起
き
た
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
番
組
で
は
、
誰
も
が
手
に
し
た
教
科
書
を
入
り
口
に
し
て
、「
教
科
書
で
は
学
べ
な
い
戦
争
」
の
真
実
を
お
伝

え
し
ま
す

（
6
）

。

ま
た
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
『
終
戦
七
〇
年
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
私
た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」』（
八
月
一
五
日
）
は
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
「
い
ま
、
会
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
が
い
る　
今
日
、
聞
い
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
声
が
あ
る
」
と
い
う
文
言

を
掲
げ
、
放
送
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

現
代
は
親
、
子
、
孫
、
三
世
代
に
渡
り
戦
争
を
知
ら
な
い
時
代
で
す
。
そ
し
て
、
一
方
で
戦
後
七
〇
年
と
い
う
こ
と
は
当
時
、
二
〇

歳
だ
っ
た
青
年
た
ち
が
九
〇
歳
。
戦
争
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
は
ま
も
な
く
こ
の
日
本
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
…
…

本
や
資
料
映
像
で
手
に
入
る
知
識
も
も
ち
ろ
ん
大
切
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
体
験
し
た
人
々
か
ら
お
話
を
聞
く
機

会
は
日
一
日
と
減
っ
て
お
り
、
一
方
で
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
七
〇
年
の
節
目
に
フ
ジ

（
四
七
九
）



政
経
研
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第
五
十
四
巻
第
四
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（
二
〇
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）

六
二

テ
レ
ビ
は
こ
の
番
組
を
お
届
け
し
ま
す

（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
番
組
が
、
戦
争
を
直
接
的
に
体
験
し
た
世
代
が
高
齢
化
し
、
減
少
す
る
中
で
、「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」
が
戦

争
体
験
・
記
憶
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
重
要
か
つ
急
を
要
す
る
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
戦
後
七
〇
年
」

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
「
戦
争
を
語
り
継
ぎ
、
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
機
会
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
捉
え
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
問
わ

ず
「
継
承
」
が
い
わ
ば
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
的
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
な
か
で
も
最
も
大
掛
か
り

な
も
の
が
毎
日
新
聞
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
っ
た
「
千
の
証
言
」
で
あ
る
。「
千
の
証
言
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ハ

ガ
キ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
で
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
募
り
、
毎
日
新
聞
の
記
事
（
活
字
）
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
（
映
像
）

の
形
で
記
録
に
残
す
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
「
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
」
こ
と
で
あ
り
、「
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に
つ
れ
、
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
て
い
く
中
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る

証
言
を
記
録
し
、
未
来
へ
の
『
道
し
る
べ
』
と
し
て
残
し
て
い
く
試
み
」
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
最
終
的
に
千
六
百
件
を
超
え
る

証
言
が
集
め
ら
れ
、
多
く
が
新
聞
記
事
や
テ
レ
ビ
番
組
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
お
よ
び
書
籍
の
形
で
紹
介
さ
れ
た
（
砂
間　
二
〇
一
六
）。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
番
組
だ
け
で
も
約
四
〇
本
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
今
回
分
析
対
象
と
し
て
い
る
八
月
前
半
に
お
い
て
も
五
本
の
番
組
が

放
送
さ
れ
て
い
る
。『
戦
後
七
〇
年
〜
千
の
証
言
〜
戦
場
写
真
が
語
る
沖
縄
戦　
隠
さ
れ
た
真
実
』（
八
月
一
日
）、『
戦
後
七
〇
年
〜
千
の
証

言
「
女
達
の
赤
紙
」』（
八
月
二
日
）、『
被
爆
か
ら
七
〇
年　
千
の
証
言
「
広
島
平
和
記
念
式
典
中
継
〜
記
憶
の
継
承
』（
八
月
六
日
）、『
サ
ン

デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
・
千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜
被
爆
七
〇
年
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
』（
八
月
九
日
）、『
戦
後
七
〇
年
〜
千
の
証
言
〜　
私
の
街
も

戦
場
だ
っ
た
Ⅱ　
今
伝
え
た
い
家
族
の
物
語
』（
八
月
一
五
日
）
で
あ
る
。

（
四
八
〇
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

六
三

こ
れ
ら
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
の
多
く
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
特
に
高
校
生
や
大
学
生
な
ど

一
〇
代
〜
二
〇
代
の
若
年
世
代
に
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
を
大
き
な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
継
承
」
と

「
世
代
」
の
関
係
性
に
関
し
て
成
田
龍
一
（
二
〇
一
五
）
は
、
斉
藤
美
奈
子
（
二
〇
一
二
）
の
議
論
を
援
用
し
な
が
ら
戦
争
に
関
す
る
世
代

を
次
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
A
戦
争
の
直
接
的
な
経
験
者
（
当
事
者
）、
B
「
親
の
戦
争
体
験
を
一
次
情
報
と
し
て
聞
か

さ
れ
た
」
経
験
を
持
つ
「
戦
後
第
一
世
代
」、
そ
し
て
C
「
学
校
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
再
編
さ
れ
た
戦
争
し
か
知
ら
な
い
」「
戦
後

第
二
世
代
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
B
の
「
戦
後
第
一
世
代
」
は
一
九
四
五
〜
六
〇
年
代
生
ま
れ
、（
Ｃ
）
の
「
戦
後
第
二
世
代
」
は

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
C
の
「
戦
後
第
二
世
代
」
も
一
九
七
〇
年
代
の
生
ま
れ
の
場
合
に
は
す
で

に
四
〇
歳
代
に
達
し
て
お
り
、
年
齢
的
に
は
現
在
の
高
校
生
・
大
学
生
の
親
世
代
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
若
年
世
代
は
C

の
「
戦
後
第
二
世
代
」
の
子
世
代
に
あ
た
る
「
戦
後
第
三
世
代
」
と
い
う
べ
き
世
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、「
継
承
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
番
組
の
多
く
に
お
い
て
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
主
体
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
戦
後
第
三
世
代
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
構
図
は
多
く
の
番
組
に
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
先
に
も
挙
げ
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
『
終
戦
七
〇
年
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
私

た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」』（
八
月
一
五
日
放
送
）
は
、
戦
争
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
戦
争
を
「
実
際
に

体
験
し
た
人
々
に
会
い
、
話
を
聞
き
、
世
の
中
に
伝
え
る
こ
と
を
使
命
」
と
す
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
「
若
手
俳
優
た
ち
が
現
代
の
若
者

の
代
表
と
し
て
、
全
国
の
戦
争
体
験
者
の
住
ま
い
を
訪
ね
、
そ
の
凄
ま
じ
さ
を
肌
身
で
」
感
じ
る
と
い
う
演
出
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

番
組
で
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」
を
代
表
す
る
の
は
小
栗
旬
、
松
坂
桃
李
、
福
士
蒼
汰
、
有
村
架
純
、
広
瀬
す
ず
と
い
う
五
人
の
人
気

若
手
俳
優
で
あ
り
、
そ
の
起
用
理
由
に
つ
い
て
番
組
Ｈ
Ｐ
は
彼
ら
が
「
今
最
も
影
響
力
の
あ
る
若
者
」
だ
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
八
月
六
日
に
放
送
し
た
『
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　
未
来
の
た
め
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
生
ま
れ
て
〜
被
爆
者
と
高
校
生
た
ち
〜
」』
も
同
様
に
、

（
四
八
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

六
四

戦
争
の
直
接
的
な
経
験
者
（
＝
当
事
者
）
か
ら
若
年
世
代
へ
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
で
あ
る
。
番
組
で
は
広
島
の
原
爆
被
爆

者
の
証
言
を
も
と
に
ラ
ジ
オ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
高
校
生
達
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
広
島
の
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八
〇

歳
を
超
え
、
毎
年
数
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
く
な
か
、
広
島
市
内
の
五
日
市
高
校
放
送
部
で
は
、
毎
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
被
爆
者
の
証
言

を
元
に
し
た
番
組
を
制
作
し
て
い
る
。
そ
し
て
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
で
被
爆
者
達
の
壮
絶
な
体
験
に
向
き
合
い
、
そ
の
語
り
を
後
輩
た
ち
へ

受
け
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
高
校
生
達
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
若
年
世
代
に
ど
う
「
継
承
」
し

て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
多
く
の
番
組
に
お
い
て
社
会
的
課
題
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

4
．「
継
承
」
に
お
け
る
選
択
と
排
除

⑴　

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
（
＝「
太
平
洋
戦
争
」）
に
縮
減
さ
れ
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」

で
は
、
こ
れ
ら
の
番
組
で
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
が
「
継
承
」
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
逆
に
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
う
ち
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
（
ま
た
は
少
な
い
）
も
の
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
各
番
組
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
場
所
（
都
市
、
国
）
が
登
場
し
て
い

る
か
と
い
う
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
表
2
は
、「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
二
一
本
（
表
1
参
照
）
の
番
組
に
つ
い
て
、
番
組
の
主
要
な

「
舞
台
（
＝
取
材
地
・
撮
影
地
）」
を
抽
出
し
た
結
果
で
あ
る
。
一
つ
の
番
組
で
主
要
な
舞
台
が
複
数
登
場
す
る
場
合
は
複
数
カ
ウ
ン
ト
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
名
を
、
国
外
に
つ
い
て
は
国
名
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
（
ア
メ
リ
カ
の
み
「
本
土
」
と
ハ
ワ
イ

や
ア
ラ
ス
カ
な
ど
「
本
土
以
外
」
を
区
別
し
た
）。
こ
れ
を
み
る
と
、
国
内
で
登
場
回
数
が
最
も
多
い
の
は
広
島
で
一
一
回
、
次
に
長
崎
と
沖

（
四
八
二
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

六
五

縄
が
三
回
で
並
び
、
鹿
児
島
が
二
回
と
な
っ
て
い
る
。「
そ
の
他
（
都
道
府
県
）」
は
一
一
回
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
青
森
、
福
島
、
埼
玉
、

東
京
、
神
奈
川
、
長
野
、
愛
知
、
新
潟
、
大
阪
、
兵
庫
、
鳥
取
で
、
す
べ
て
一
回
ず
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
外
は
ア
メ
リ
カ
（
本
土
）

が
最
も
多
く
四
回
、
以
下
、
ア
メ
リ
カ
（
本
土
以
外
）、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
が
各
二
回
で
あ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
パ
ラ
オ
は
各
一
回
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
番
組
の
内
容
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、

「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
と
い
う
と
き
の
〝
戦
争
〞
が
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
（
＝
太
平
洋
戦
争
）
を
意
味
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、「
継
承
」
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
に
お
い
て
、
日
本
お
よ
び
日
本
軍
の
「
加

害
性
」
よ
り
も
「
被
害
性
」
が
多
く
の
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

第
一
の
点
か
ら
、
番
組
に
登
場
す
る
場
所
（
都
市
）（
表
2
）
を
手
が
か

り
に
「
国
内
」「
国
外
」
に
分
け
て
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
い
く
。「
国
内
」

で
最
も
登
場
回
数
の
多
い
広
島
と
次
に
多
い
長
崎
は
、
と
も
に
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
原
爆
投
下
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
被
爆
の
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

番
組
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
。
表
1
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
、「
継
承
」

を
テ
ー
マ
ま
た
は
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
二
〇
一
本
の
番
組
の
う
ち
原
爆
・

被
爆
を
扱
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
原
爆
も
の
」
の
番
組
は
半
数
以
上
の
一
一
本

表 2．番組に登場する場所

地名 登場回数
国内 広島 11

その他（都道府県） 11
長崎 3
沖縄 3
鹿児島 2

国外 アメリカ（本土） 4
アメリカ（本土以外） 2
パプアニューギニア 2
フィリピン 2
ミャンマー 2
中国 2
オーストラリア 1
パラオ 1

※ 国内は都道府県、国外は国名
　（アメリカは「本土」と「本土以外」を区別）

（
四
八
三
）
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に
上
る
。「
原
爆
も
の
」
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「〝
あ
の
子
〞
を
訪
ね
て
〜
長
崎
・
山
里
小　
被
爆
児
童
の
七
○

年
〜
」』
で
は
長
崎
の
ほ
か
、
兵
庫
と
埼
玉
も
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
が
、
い
ず
れ
も
存
命
の
被
爆
児
童
の
現
在
の
居
住
地
と
し
て
取

材
・
撮
影
地
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
と
と
も
に
三
回
登
場
す
る
沖
縄
は
、
い
ず
れ
も
沖
縄
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
で
登
場
し
て

い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
沖
縄
戦
も
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
三
月
〜
六
月
に
、
沖
縄
に
上
陸
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
を
主
力
と
す
る
連
合

軍
と
日
本
軍
と
の
間
で
行
わ
れ
た
戦
い
で
あ
る
。
番
組
に
登
場
す
る
そ
の
他
の
場
所
（
都
道
府
県
）
も
、
そ
の
殆
ど
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦

争
（
＝
太
平
洋
戦
争
）
に
関
連
す
る
脈
絡
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
登
場
す
る
国
内
の
場
所
（
都
道
府
県
）
の
数
が
最
も
多
い

『
戦
後
七
○
年
〜
千
の
証
言　
私
の
街
も
戦
場
だ
っ
た
Ⅱ　
今
伝
え
た
い
家
族
の
物
語
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
五
日
）
で
は
、
主
た
る
舞
台
と
し

て
被
爆
地
と
し
て
の
広
島
以
外
に
、
東
京
、
愛
知
、
鹿
児
島
、
鳥
取
、
青
森
が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
東
京
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空

襲
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
他
、
北
区
内
に
あ
っ
た
軍
需
工
場
で
ア
メ
リ
カ
を
標
的
と
し
た
風
船
爆
弾
が
製
造
さ
れ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
お
い
て
、
愛
知
も
、
同
じ
く
豊
川
市
に
あ
っ
た
海
軍
の
砲
弾
を
製
造
す
る
軍
需
工
場
が
あ
っ
た
場
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
鳥
取
や
青
森
も
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
に
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
登
場
し
て
い
る
ほ
か
、
鹿
児
島
は
戦
争
末
期
に
ア
メ

リ
カ
軍
を
対
象
と
し
た
奇
襲
攻
撃
で
使
用
さ
れ
た
特
攻
兵
器
（
人
間
爆
弾
）
で
あ
る
桜
花
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
主
た
る
舞
台
で
あ
る
。

一
方
、「
国
外
」
で
は
、
登
場
回
数
が
四
回
と
最
も
多
い
国
は
ア
メ
リ
カ
（
本
土
）
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ

た
原
爆
の
開
発
・
製
造
を
取
り
上
げ
た
番
組
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
回
登
場
す
る
「
本
土
以
外
」
の
ア
メ
リ
カ
と
は
、
ハ

ワ
イ
と
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
は
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
に
関
連
し
て
、
ま
た
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
は
日
本

軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
闘
の
舞
台
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
二
回
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二
回
）、
ミ
ャ

ン
マ
ー
（
二
回
）、
パ
ラ
オ
（
一
回
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
軍
（
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
軍
）
と
の
激
戦
の
舞
台
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

（
四
八
四
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

六
七

る
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
一
回
）
は
連
合
軍
の
捕
虜
収
容
所
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
日
本
兵
捕
虜
を
対
象
に
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ

軍
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
尋
問
を
取
り
上
げ
た
番
組
（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
密
室
の
戦
争
〜
発
掘
・
日
本
人
捕
虜
の
肉
声
」』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
八
月
二

日
）
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
（
＝
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
）
と
直
接
関
係
の
な
い
脈
絡
で
登
場
し
て
い
る
の
は
中

国
（
二
回
）
の
み
で
あ
る
。
中
国
が
登
場
す
る
の
は
、
日
本
軍
の
従
軍
看
護
婦
と
し
て
招
集
さ
れ
た
女
性
達
を
取
り
上
げ
た
『
戦
後
七
〇

年　
千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
女
た
ち
の
赤
紙
」』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
八
月
二
日
）
と
『
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｓ
Ｐ
「
終
戦
七
〇
年
特
別
企
画　

い
ま
、
言
い
伝
え
る
べ
き
こ
と
〜
七
〇
年
目
の
証
言
」』
の
二
番
組
で
あ
り
、
前
者
で
は
従
軍
看
護
婦
が
送
り
込
ま
れ
た
前
線
の
ひ
と
つ

と
し
て
旧
満
州
国
の
奉
天
や
瀋
陽
な
ど
が
、
ま
た
後
者
で
は
日
中
戦
争
の
初
期
に
お
い
て
日
本
軍
の
慰
問
団
と
し
て
漫
才
や
落
語
な
ど
の

芸
人
達
が
大
連
や
上
海
な
ど
中
国
各
地
に
送
り
込
ま
れ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、「
継
承
」
を
テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
番
組
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
戦
争
」
は
、
実
際
に
は
そ
の

殆
ど
が
「
太
平
洋
戦
争
」
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
内
実
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
戦
闘
や
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
や
原
爆
投
下

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
は
、「
太
平
洋
戦
争
史
観
」（
吉
田
裕　
二
〇
〇
五
）
と
も
い
わ
れ
る
戦
争
観
が
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
期
に
日
本
が
関
わ
っ
た
戦
争
に
つ
い
て
は
「
大
東
亜
戦
争
」「
十
五
年
戦
争
」

「
日
中
戦
争
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
戦
争
に
対
す
る
歴
史
認
識
や
政
治
的
立
場
を
反

映
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
様
々
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
（
木
坂　
一
九
九
三
、
庄
司　
二
〇
一
一
）。
そ
し
て
「
太
平
洋
戦
争
」
と
い

う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
側
が
日
本
に
普
及
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
っ
た
戦
争
を
ア
メ
リ
カ
の
立
場
か
ら

正
当
化
す
る
た
め
の
歴
史
観
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
点
や
、
戦
域
を
太
平
洋
に
限
定
し
て
い
る
た
め
に
中
国
や
そ
の
他
ア
ジ
ア
諸
国
で
の

戦
線
や
対
日
抗
戦
、
日
本
に
よ
る
台
湾
・
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
統
治
な
ど
の
諸
要
素
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
点
が
か
ね

（
四
八
五
）
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て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
吉
田
裕　
二
〇
〇
五
）。「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
番
組
の
殆
ど
が
、

実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
（
＝「
太
平
洋
戦
争
」）
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
中
国
や
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
戦

争
に
関
す
る
体
験
・
記
憶
が
「
継
承
」
の
対
象
か
ら
選
択
的
に
捨
象
さ
れ
、
忘
却
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

⑵　

前
景
化
す
る
「
被
害
」

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
、
番
組
に
登
場
す
る
場
所
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
第
二
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
「
継
承
」
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
に
お
い
て
、
日
本
お
よ
び
日
本
軍
の
「
加
害
」
に
関
わ
る
テ
ー
マ
よ
り
も
日
本
・
日

本
人
の
「
被
害
」
に
関
わ
る
事
柄
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
第
二
の
点
に
つ
い
て
も
、
番
組
に
登
場
す
る
場
所
か
ら
み
て
い
く
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
ま
た
は
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
二
一
本
の
番
組
に
は
主
た
る
取
材
地
・
撮
影
地
と
し
て
計
四
五
の
場
所
が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
三
分
の
二
の
三
〇
を
「
国
内
」

（
都
道
府
県
）
が
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
国
内
の
殆
ど
の
場
所
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
原
爆
投
下
や
空
襲
に
関
連
す
る
番
組
で
登
場

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
番
組
は
、
戦
争
に
お
け
る
日
本
や
日
本
人
の
「
被
害
」
の
側
面
を
主
題
と
し
て
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
が
開
発
し
た
原
爆
と
い
う
想
像
を
絶
す
る
威
力
を
持
っ
た
兵
器
の
「
被
害
者
」
と
し
て
の
広
島
や
長
崎
の
被
爆
者
た

ち
の
体
験
や
記
憶
を
ど
う
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
の
か
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
軍
が
日
本
各
地
の
都
市
を
標
的
に
行
っ
た
無
差
別
爆
撃

（
＝
空
襲
）
の
「
被
害
者
」
と
し
て
の
一
般
市
民
の
体
験
や
記
憶
を
ど
う
受
け
継
い
で
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
番
組
の
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
沖
縄
が
登
場
す
る
番
組
も
基
本
的
に
は
同
様
の
構
造
で
あ
る
。
沖
縄
が
登
場
す
る
番
組
は
三
本
あ
り
、
い
ず
れ
も
沖
縄
戦
を

テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
本
の
う
ち
の
二
本
（『
戦
後
七
〇
年　
千
の
証
言
「
戦
場
写
真
が
語
る
沖
縄
戦
隠
さ
れ
た
真
実
」』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、

（
四
八
六
）
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六
九

八
月
一
日
、『
私
た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
八
月
一
五
日
）
は
、
沖
縄
に
上
陸
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
と
日
本
軍
と
の
あ
い
だ

の
激
し
い
戦
闘
に
多
く
の
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
生
き
残
っ
た
住
民
の
証
言
を
元
に
再
現
し
、
振
り
返
る
内
容
で
あ
る
。

残
り
の
一
本
は
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ア
ニ
メ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　
あ
の
日
、
僕
ら
は
戦
場
で
〜
少
年
兵
の
告
白
〜
」』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
八
月

一
一
日
）
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
沖
縄
戦
に
お
い
て
一
四
〜
一
七
歳
の
子
供
を
中
心
と
し
た
「
護
郷
隊
」
と
呼
ば
れ
る
ゲ
リ
ラ
部
隊
が
組

織
さ
れ
、
主
と
し
て
沖
縄
本
島
北
部
の
山
岳
地
帯
で
凄
惨
な
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
番
組
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は

日
本
・
日
本
人
の
一
方
的
な
「
被
害
者
」
と
し
て
の
側
面
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
番
組
の
公
式
Ｈ
Ｐ
が
記
す
よ

う
に
番
組
に
登
場
す
る
少
年
兵
た
ち
は
「
陸
軍
中
野
学
校
の
将
校
た
ち
か
ら
ゲ
リ
ラ
戦
の
訓
練
を
受
け
」、
半
ば
強
制
的
に
「
身
も
心
も

ゲ
リ
ラ
兵
に
変
容
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
」
こ
と
、「「
一
億
総
特
攻
」
に
向
け
て
、
子
ど
も
が
戦
争
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
」
こ
と
を
描
い

た
番
組
で
あ
る

（
8
）。

従
っ
て
、
少
年
兵
た
ち
は
日
本
軍
に
よ
っ
て
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
存
在
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
は
彼
ら
も
戦
争
の
「
被
害
者
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

「
国
外
」
が
主
要
な
舞
台
と
し
て
登
場
し
て
い
る
番
組
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
該
当
す
る
番
組
は
あ
わ
せ
て
八
本
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

ア
メ
リ
カ
（
本
土
）
が
出
て
く
る
番
組
（
四
本
）
は
、
前
述
の
通
り
す
べ
て
「
原
爆
も
の
」
で
あ
る
た
め
、
日
本
・
日
本
人
の
「
被
害
」

の
側
面
を
扱
っ
た
番
組
で
あ
る
。「
原
爆
も
の
」
以
外
で
「
国
外
」
が
登
場
す
る
番
組
は
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
密
室
の
戦
争
〜
発

掘
・
日
本
人
捕
虜
の
肉
声
〜
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
八
月
二
日
）、『
戦
後
七
〇
年　
千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
女
た
ち
の
赤
紙
」』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
八
月
二

日
）、『
戦
後
七
〇
年
特
別
番
組
「
櫻
井
翔
＆
池
上
彰　
教
科
書
で
学
べ
な
い
戦
争
」』（
日
本
テ
レ
ビ
、
八
月
三
日
）、『
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン

ネ
ル
Ｓ
Ｐ
「
終
戦
七
〇
年
特
別
企
画　
い
ま
、
言
い
伝
え
る
べ
き
こ
と
〜
七
〇
年
目
の
証
言
」』（
テ
レ
ビ
朝
日
、
八
月
一
四
日
）、『
私
た
ち

に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』（
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
八
月
一
五
日
）
で
あ
る

（
9
）

。
こ
れ
ら
の
番
組
に
登
場
し
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
を
証
言
す
る

（
四
八
七
）
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戦
争
経
験
者
た
ち
は
、
元
兵
士
、
従
軍
看
護
婦
達
な
ど
い
ず
れ
も
日
本
軍
の
当
事
者
・
関
係
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
確
か
に
彼
ら
・
彼
女

ら
は
、
原
爆
や
空
襲
の
被
害
に
あ
っ
た
市
民
の
よ
う
な
一
方
的
な
「
被
害
者
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
四
本
の
番
組
で
「
継
承
」
さ
れ
る

べ
き
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
と
は
、
そ
の
殆
ど
が
、
彼
ら
・
彼
女
ら
が
前
線
や
戦
場
に
お
い
て
経
験
し
た
過
酷
で

極
限
的
な
体
験
・
記
憶
で
あ
る
。
彼
ら
・
彼
女
ら
の
多
く
は
、
戦
況
の
悪
化
に
伴
う
日
本
軍
の
非
合
理
的
な
作
戦
や
判
断
な
ど
に
よ
っ
て

運
命
を
翻
弄
さ
れ
、
戦
闘
や
行
軍
な
ど
に
お
け
る
極
限
状
況
の
な
か
で
仲
間
を
失
っ
た
り
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
り
し
、
辛
う
じ
て
一
命

を
取
り
と
め
る
と
い
っ
た
過
酷
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
存
在
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
・
彼
女
ら
は
、
自
ら
戦
闘
や
作
戦

の
企
画
・
立
案
に
関
わ
っ
た
当
事
者
・
責
任
者
な
の
で
は
な
く
、
上
官
・
上
層
部
の
命
令
に
従
っ
て
従
軍
し
た
り
、
戦
闘
で
捕
虜
に
な
っ

た
り
し
た
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
戦
後
七
〇
年　
千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
女
た
ち
の
赤
紙
」』
で
は
、
戦
時
動
員
さ
れ
日
本
軍
と
と

も
に
最
前
線
ま
で
同
行
し
た
従
軍
看
護
婦
達
の
数
々
の
証
言
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
証
言
で
語
ら
れ
る
の
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の

よ
う
な
無
謀
な
作
戦
に
同
行
さ
せ
ら
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
と
い
う
体
験
や
、
病
院
船
（
氷
川
丸
）
で
勤
務
中
に
機
雷
に
触
れ
て
死
を

覚
悟
し
た
と
い
っ
た
体
験
で
あ
る
。
ま
た
『
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｓ
Ｐ
「
終
戦
七
〇
年
特
別
企
画　
い
ま
、
言
い
伝
え
る
べ
き
こ
と

〜
七
〇
年
目
の
証
言
」』
で
は
、「
わ
ら
わ
し
隊
」
と
名
付
け
ら
れ
た
慰
問
芸
人
団
が
中
国
各
地
を
転
戦
す
る
日
本
軍
の
慰
問
に
回
っ
た
様

子
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
芸
人
達
は
日
本
兵
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
軍
に
よ
っ
て
都
合
よ
く
利
用
さ
れ
た
存
在
と
し
て
登
場
し

て
お
り
、
中
に
は
敵
の
銃
撃
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
芸
人
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
彼
ら
・
彼
女
ら
も

ま
た
、
戦
争
・
戦
闘
と
い
う
「
状
況
」
の
、
あ
る
い
は
戦
争
を
遂
行
し
た
日
本
政
府
ま
た
は
日
本
軍
の
「
非
合
理
性
」
や
「
横
暴
」
に
よ

る
「
被
害
者
」
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
日
本
お
よ
び
日
本
軍
に
よ
る
「
加
害
」
に
関
わ
る
問
題
を
明
示
的
・
主
題
的
に
取
り
上
げ
た
番
組
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
軍

（
四
八
八
）
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七
一

に
よ
る
対
米
奇
襲
作
戦
で
あ
る
真
珠
湾
攻
撃
や
特
攻
隊
に
よ
る
攻
撃
な
ど
を
日
本
軍
の
「
加
害
」
と
見
做
す
な
ら
ば
数
本
の
番
組
が
該
当

す
る
が
、
一
般
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
「
加
害
」
の
問
題
は
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
の
人
び
と
に

向
け
ら
れ
た
搾
取
、
組
織
的
暴
力
、
強
制
連
行
、
殺
害
な
ど
の
問
題
を
意
味
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
け
る
「
加
害
」
の
問
題
を
扱
っ

た
番
組
は
一
本
も
な
い

（
10
）

。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
見
た
番
組
の
主
要
な
舞
台
（
取
材
地
・
撮
影
地
）
の
中
で
ア
ジ
ア
諸
国
が
相
対
的
に
少
な
い

こ
と
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
が
舞
台
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
殆
ど
は
「
太
平
洋
戦
争
」
の
激
戦
地
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
実
は
、
こ
の
よ
う
に
番
組
の
主
要
な
舞
台
（
取
材
地
・
撮
影
地
）
の
中
で
ア
ジ
ア
諸
国
が
少
な
く
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
・
日
本
軍
の
「
加
害
」
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
点
は
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
の

中
で
首
尾
一
貫
し
た
傾
向
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
戦
後
五
〇
年
の
一
九
九
五
年
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
を
主
要
な
舞
台
と
す

る
番
組
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
従
軍
慰
安
婦
」
や
七
三
一
部
隊
に
よ
る
生
物
化
学
兵
器
開
発
の
問
題
、
在
韓

被
爆
者
の
問
題
な
ど
、「
加
害
」
の
問
題
を
主
題
的
に
扱
っ
た
り
掘
り
下
げ
た
り
す
る
番
組
が
数
こ
そ
多
く
な
い
も
の
の
存
在
し
て
い
た
。

詳
細
な
検
証
は
別
稿
に
譲
る
が
、
そ
う
し
た
種
類
の
番
組
が
一
九
九
五
年
前
後
に
制
作
・
放
送
さ
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
小
熊
英
二

（
二
〇
〇
二
）
の
言
う
「
第
三
の
戦
後
」、
す
な
わ
ち
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ア
ジ
ア
各
国
に
お
い
て
日
本
の
戦
後
補
償
や
戦
争
責
任
を
問

い
直
す
動
き
が
相
次
ぎ
、
加
害
責
任
論
が
前
景
化
さ
れ
て
い
た
政
治
社
会
状
況
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

日
本
お
よ
び
日
本
軍
に
よ
る
「
加
害
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
番
組
が
一
本
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
は
二
〇
一
五
年
の
テ
レ
ビ
の
「
八

月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
際
立
っ
た
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

（
四
八
九
）
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七
二

5
．
結
論

こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
戦
後
七
〇
年
の
節
目
に
あ
た
っ
た
二
〇
一
五
年
八
月
（
前
半
）
に
戦
争
・
終
戦
関
連
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
に
お

い
て
は
、
そ
の
半
数
近
く
が
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
戦
争
を
直
接
経
験
し
た
世
代
が

高
齢
化
し
減
少
し
て
い
く
中
、
特
に
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
一
〇
代
〜
二
〇
代
の
若
年
世
代
に
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
が
大
き
な
社
会
的

課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
演
出
や
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
に
お
い
て
も
若
年
世
代
の
視
聴
者
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
番
組
が
目
立
っ
て
い

た
。第

二
に
、
こ
れ
ら
の
番
組
で
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
と
い
う
と
き
の
「
戦
争
」
は
、
殆
ど
の
場
合
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
と
の
戦

争
を
意
味
し
て
い
た
（
＝「
太
平
洋
戦
争
史
観
」）。
そ
し
て
番
組
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
闘
や
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ

る
空
爆
や
原
爆
投
下
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
逆
に
中
国
や
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
戦
争
（
＝「
日
中
戦
争
」「
大
東
亜
戦
争
」）
に
関

わ
る
テ
ー
マ
は
殆
ど
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
上
記
の
二
点
目
と
関
係
し
て
い
る
が
、
番
組
に
お
い
て
「
継
承
」
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
戦
争
体

験
・
記
憶
」
は
、
そ
の
殆
ど
が
原
爆
や
空
襲
な
ど
日
本
・
日
本
人
が
（
ア
メ
リ
カ
と
の
）
戦
争
に
よ
っ
て
被
っ
た
「
被
害
」
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
逆
に
「
従
軍
慰
安
婦
」
や
南
京
事
件
、
関
東
軍
の
七
三
一
部
隊
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
日
本
・
日
本
軍

に
よ
る
「
加
害
」
や
戦
争
責
任
に
関
す
る
「
体
験
・
記
憶
」
は
殆
ど
登
場
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
を
め
ぐ

（
四
九
〇
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

七
三

る
選
択
と
排
除
の
力
学
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
で
は
な
く
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
に
限

定
さ
れ
た
「
戦
争
」
の
「
体
験
・
記
憶
」
が
、
ま
た
「
加
害
者
」
で
は
な
く
「
被
害
者
」
と
し
て
の
「
体
験
・
記
憶
」
ば
か
り
が
「
継

承
」
さ
れ
よ
う
と
す
る
深
刻
な
バ
イ
ア
ス
が
存
在
す
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
戦
争
を
め
ぐ
る
言
説
や
日
本

人
の
「
戦
争
観
」
に
お
い
て
こ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
（
吉
田　

二
〇
〇
五
、
柿
沼　
二
〇
〇
五
）。
今
回
の
分
析
の
意
義
は
、
こ
う
し
た
傾
向
が
戦
後
七
〇
年
を
経
た
近
年
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
も
依
然

と
し
て
同
様
に
看
取
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
戦
争
全
般
に
渡
る
テ
ー
マ
で
は
な
く
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
と
い
う
、
近
年
社
会
的
課

題
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
に
存
在
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
よ
り
増
幅
さ
れ
て
い

る
可
能
性
さ
え
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
に
あ
る
。

こ
う
し
た
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
政
治
社
会
状
況
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
戦
後
七
〇
年
」
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
意
識
を
、
新
聞
各
社

の
世
論
調
査
結
果
な
ど
を
用
い
て
検
証
し
た
吉
田
裕
（
二
〇
一
五
）
は
、
戦
争
に
関
す
る
人
々
の
意
識
に
微
妙
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
二
│
三
月
に
朝
日
新
聞
が
実
施
し
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
戦
争
に
つ
い
て
「
ア
ジ
ア
に
侵

略
し
た
か
ら
、
よ
く
な
か
っ
た
」
が
三
七
％
、「
日
本
が
被
害
を
受
け
た
か
ら
、
よ
く
な
か
っ
た
」
が
一
二
％
、「
当
時
の
国
際
情
勢
を
考

え
る
と
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
が
四
二
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
吉
田
は
「
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
形
で
日
本
の
戦
争
を

「
消
極
的
に
是
認
す
る
人
が
多
い
」
こ
と
や
「
侵
略
戦
争
を
断
定
す
る
こ
と
に
対
す
る
た
め
ら
い
や
反
発
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
三
│
四
月
に
朝
日
新
聞
が
実
施
し
た
調
査
に
お
け
る
「
日
本
の
政
治
家
は
、
戦
争
な
ど
で
被
害
を
与

え
た
国
に
、
こ
れ
か
ら
も
謝
罪
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
伝
え
続
け
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
も
注
目
さ
れ
る
。
同
質
問
へ
の
回
答
は
「
伝
え
続
け
る
べ
き
だ
」
が
四
六
％
、「
伝
え
続
け
る
必
要
は
な
い
」
が
四
二
％
、
で

（
四
九
一
）
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七
四

賛
否
が
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
戦
争
に
つ
い
て
の
「
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
論
や
、
反
省
や
謝
罪
の
必
要
性
は
認
め
つ

つ
も
、
こ
れ
以
上
の
反
省
や
謝
罪
は
不
必
要
だ
と
す
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
「
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
現
れ
て
き
た
新

し
い
現
象
」
だ
と
さ
れ
る
（
吉
田　
二
〇
一
五
：
六
一
│
六
二
頁
）。
こ
う
し
た
世
論
の
動
向
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
四
日
の
「
安
倍
首
相

談
話
」
に
お
け
る
「
あ
の
戦
争
に
は
何
ら
関
わ
り
の
な
い
、
私
た
ち
の
子
や
孫
、
そ
し
て
そ
の
先
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
謝
罪
を
続

け
る
宿
命
を
背
負
わ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
一
節
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
く
だ
り
は
、
日
本
が
今
後
も
は
や
戦
争
に

つ
い
て
「
謝
罪
を
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
首
相
が
表
明
し
た
も
の
と
し
て
内
外
で
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
背
後
に
は
吉
田
の
指
摘

す
る
「
新
し
い
現
象
」
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
戦
争
体
験
・

記
憶
」
の
「
継
承
」
の
対
象
と
し
て
、「
加
害
」
に
関
わ
る
も
の
が
殆
ど
扱
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
傾
向
の

う
ち
に
も
、
同
様
に
こ
の
「
新
し
い
現
象
」
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
次
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
今
回
の
分
析
で
は
二
〇
一
五
年
の
八
月
（
前
半
）
に
放
送
さ
れ
た
テ
レ

ビ
番
組
の
み
に
対
象
を
限
定
し
た
が
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
中
で
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
が
主
題
化
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
決
し
て
最
近
の
こ
と
で
は
な
い
。「
継
承
」
は
い
つ
頃
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
跡
付
け
る
作
業
が
次
の
課
題
と
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
今
回

確
認
さ
れ
た
「
継
承
」
の
内
容
・
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
バ
イ
ア
ス
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か
、
傾
向
の
変
化
な
ど
が
見
ら
れ
る
の
か

と
い
っ
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
テ
レ
ビ
番
組
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
、
例
え
ば
新
聞
、
映
画
、
文
学
、
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
な
ど
に
お
い
て
、「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
は
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
主
題
化
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
近
年
に
お

い
て
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
テ
レ
ビ
番
組
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
、
す
で
に
豊

（
四
九
二
）



「
戦
争
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ポ
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テ
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ク
ス
（
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七
五

富
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究
等
も
参
照
し
な
が
ら
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
ま
た
第
三
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
展

開
さ
れ
て
き
た
「
継
承
」
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
し
完
結
し
た
世
界
で
は
あ
り
得
ず
、
常
に
同
時
代
の
政

治
社
会
的
な
状
況
や
世
論
の
動
向
な
ど
を
反
映
し
た
り
、
相
互
に
連
関
し
あ
っ
た
り
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
回
そ
の
一
端

が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
「「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
に
お
い
て
作
用
す
る
選
択
と
排
除
の
力
学
（
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
の
背
景

に
、
ど
の
よ
う
な
同
時
代
の
諸
要
因
が
存
在
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
と
メ
デ
ィ
ア
の
言
説
・
表
象
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
特
に
、
先
述
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
日
本
・
日

本
軍
に
よ
る
「
加
害
」
の
問
題
が
比
較
的
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
と
、
そ
れ
ら
が
殆
ど
扱
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
近

年
の
状
況
と
を
詳
細
に
比
較
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。

注（
1
） 

浜
日
出
夫
は
原
爆
の
被
爆
体
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
ヒ
ロ
シ
マ
と
は
、
そ
れ
を
体
験
し
た
者
に
と
っ
て
は
語
り
え
な
い
出

来
事
と
し
て
、
そ
れ
を
体
験
し
な
か
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、「
分
か
っ
た
」
と
言
う
こ
と
自
体
が
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
し
ま
う

よ
う
な
理
解
不
可
能
な
出
来
事
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
被
爆
体
験
を
継
承
す
る
こ
と
の
困
難
の
根
底
に
は
、
こ
の
被
爆
体
験
の
絶
対
的
な
表
象
不

可
能
性
、
理
解
不
可
能
性
、
伝
達
不
可
能
性
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。」（
浜
二
〇
〇
五
：
三
四
頁
）

（
2
） 

岩
崎
・
長
志
（
二
〇
一
五
）
は
、「
一
九
八
九
年
の
冷
戦
終
結
以
降
、『
記
憶
と
忘
却
』
と
い
う
語
彙
を
用
い
て
歴
史
認
識
が
問
わ
れ
る
多
く
の

局
面
が
世
界
で
同
時
的
に
出
現
し
た
」
と
し
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ロ
シ
ア
の
民
族
問
題
、
東
欧
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
戦
な
ど
を
挙
げ
、

そ
れ
ら
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
「
従
軍
慰
安
婦
問
題
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（
3
） 

日
本
に
お
け
る
国
民
一
人
当
た
り
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
一
日
平
均
三
時
間
半
以
上
に
達
し
た
。
近
年
、
若
年
層
を

中
心
に
テ
レ
ビ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
が
、
一
人
当
た
り
の
視
聴
時
間
は
現
在
も
三
時
間
半
以
上
の
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

（
四
九
三
）
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ネ
ッ
ト
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
別
の
接
触
時
間
で
は
今
な
お
テ
レ
ビ
が
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

（
4
） 

こ
こ
で
い
う
「
番
組
」
は
特
集
番
組
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ド
ラ
マ
等
を
指
し
、
定
時
で
放
送
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
は
除
外
し
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
番
組
に
お
い
て
も
特
集
や
コ
ー
ナ
ー
の
形
で
戦
争
関
連
の
テ
ー
マ
は
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
但
し
、
情
報
番
組
な
ど
で
「
終
戦
特
集
」「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
よ
う
な
形
で
制
作
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
対
象
に
含
め
て
い
る
。

（
5
） 

タ
イ
ト
ル
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
明
示
的
に
「
継
承
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
内
容
的
に
番
組
の
全
体
又
は

一
部
に
お
い
て
「
継
承
」
が
何
等
か
の
形
で
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

（
6
） 

番
組
公
式
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.ntv.co.jp/sengo70/

）（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
）

（
7
） 

番
組
公
式
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.fujitv.co.jp/sensou_oshiete/

）（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
）

（
8
） 

番
組
公
式
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
6.nhk.or.jp/special/detail/index.htm

l?aid=20150811

）（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
）

（
9
） 

『
戦
後
七
〇
年
特
別
番
組
「
櫻
井
翔
＆
池
上
彰　
教
科
書
で
学
べ
な
い
戦
争
」』（
日
本
テ
レ
ビ
、
八
月
三
日
）
は
原
爆
開
発
を
扱
っ
た
パ
ー
ト
に

お
い
て
ア
メ
リ
カ
本
土
が
登
場
す
る
が
、
別
の
パ
ー
ト
で
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
が
登
場
す
る
。

（
10
） 

沖
縄
戦
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
の
民
間
人
が
戦
闘
に
巻
き
込
み
多
く
の
犠
牲
を
強
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
日
本
軍
に
よ
る
「
加
害
」
の
側

面
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
沖
縄
は
「
日
本
国
内
」
で
あ
っ
て
「
日
本
・
日
本
軍
に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
び
と
に
向
け
ら
れ
た
加

害
」
に
は
該
当
し
な
い
。

文
献

A
ssm

ann, A
., 1999,E

rinnerungsrum
e. F

orm
en und W

andlungen des kulturellen G
edachtnisses, M

unchen: C
.H

. B
ec 

ア
ラ
イ
ダ
・
ア

ス
マ
ン
『
想
起
の
空
間

│
文
化
的
記
憶
の
形
態
と
変
遷
』
安
川
晴
基
訳
、
水
声
社
、
二
〇
〇
七
年
。

Ｍ
．
ア
ル
バ
ッ
ク
ス
、
小
関
藤
一
郎
訳
『
集
合
的
記
憶
』
行
路
社
、
一
九
八
九
年
。

崔
銀
姫
「
公
共
の
記
憶
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
形
骸
化
：
戦
時
性
暴
力
に
か
か
わ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」『
社
会
学
部
論
集
』

四
八
、
二
〇
〇
九
年
。

（
四
九
四
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

七
七

エ
ヤ
ル
・
ベ
ン
‐
ア
リ
「
戦
争
体
験
の
社
会
的
記
憶
と
語
り
」
関
沢
ま
ゆ
み
編
『
戦
争
記
憶
論

│
忘
却
、
変
容
そ
し
て
継
承
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
。

浜
日
出
夫
「
集
中
す
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
分
散
す
る
ヒ
ロ
シ
マ

│
ヒ
ロ
シ
マ
の
継
承
の
可
能
性

│
」『
日
仏
社
会
学
会
年
報
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
五
年
。

原
由
美
子
・
服
部
弘
・
斉
藤
健
作
「
戦
争
を
め
ぐ
る
テ
レ
ビ
報
道
と
国
民
の
意
識

│
戦
後
50
周
年
テ
レ
ビ
報
道
比
較
研
究
か
ら
」『
放
送
研
究
と
調

査
』
一
二
月
号
、
一
九
九
七
年
。

長
谷
部
恭
男
『
テ
レ
ビ
の
憲
法
理
論

│
多
メ
デ
ィ
ア
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
の
放
送
法
制
』
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
。

東
野
真
「
現
代
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
展
開

│
「
戦
争
責
任
」
を
め
ぐ
る
番
組
の
分
析
か
ら
」『
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
八
号
、
二
〇
一
一
年
。

保
坂
正
康
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
『
歴
史
』
に
向
き
合
う
能
力
と
は
何
か
」『
月
間
民
放
』
八
月
号
、
二
〇
〇
六
年
。

福
間
良
明
『「
反
戦
」
の
メ
デ
ィ
ア
史

│
戦
後
日
本
に
お
け
る
世
論
と
與
論
の
拮
抗
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
。

福
間
良
明
『
殉
国
と
反
逆

│
「
特
攻
」
の
語
り
の
戦
後
史
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
七
年
。

福
間
良
明
『「
戦
争
体
験
」
の
戦
後
史

│
世
代
・
教
養
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
九
年
。

福
間
良
明
・
山
口
誠
・
吉
村
和
真
編
著
『
複
数
の
ヒ
ロ
シ
マ　
記
憶
の
戦
後
史
と
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
』
青
弓
社
、
二
〇
一
二
年
。

古
市
憲
寿
『
誰
も
戦
争
を
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
。

伊
藤
守
「
公
共
の
記
憶
を
め
ぐ
る
抗
争
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
伊
藤
守
編
『
メ
デ
ィ
ア
文
化
の
権
力
作
用
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

岩
崎
稔
「
歴
史
学
に
と
っ
て
の
記
憶
と
忘
却
の
問
題
系
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課
題
Ⅰ　
1
9
8
0
│
2
0
0
0
年　
歴
史
学
に

お
け
る
方
法
論
的
転
回
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

岩
崎
稔
・
長
志
珠
絵
「『
慰
安
婦
』
問
題
が
照
ら
し
出
す
日
本
の
戦
後
」
成
田
龍
一
・
吉
田
裕
編
『
岩
波
講
座
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争　
戦
後
編　

記
憶

と
認
識
の
中
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

柿
沼
肇
『
国
民
の
「
戦
争
体
験
」
と
教
育
の
「
戦
争
責
任
」

│
学
習
・
研
究
の
た
め
の
序
説

│
』
近
代
文
芸
社
、
二
〇
〇
五
年
。

金
子
淳
「
戦
争
観
の
形
成
と
戦
争
展
示
：「
熱
い
論
争
」
と
「
冷
や
や
か
な
無
関
心
」
と
い
う
落
差
を
め
ぐ
っ
て
」『
静
岡
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
』

一
四
、
二
〇
一
二
年
。

木
坂
順
一
郎
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
呼
称
と
性
格
」『
龍
谷
法
学
』
第
二
五
巻
第
四
号
、
一
九
九
三
年
。

（
四
九
五
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

七
八

小
林
直
毅
・
西
田
善
行
「
テ
レ
ビ
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
『
水
俣
』
法
政
大
学
『
社
会
志
林
』
第
五
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
。

河
野
謙
輔
・
森
口
宏
ほ
か
「
世
界
の
テ
レ
ビ
は
戦
後
50
周
年
を
ど
う
伝
え
た
か
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
年
報
』
四
一
集
、
一
九
九
七
年
。

エ
リ
ス
・
Ｓ
．
ク
ラ
ウ
ス
・
橋
本
明
子
「
正
義
の
戦
争

│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
2
次
世
界
大
戦
の
記
憶
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
一
二
月
号
、

一
九
九
六
年
。

牧
田
徹
雄
「
日
本
人
の
戦
争
と
平
和
観
・
そ
の
持
続
と
風
化
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
九
月
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

政
木
み
き
「
原
爆
投
下
か
ら
七
〇
年　
薄
れ
る
記
憶
、
ど
う
語
り
継
ぐ
〜
原
爆
意
識
調
査
（
広
島
・
長
崎
・
全
国
）
よ
り
〜
」『
放
送
研
究
と
調
査
』

一
一
月
号
、
二
〇
一
五
年
。

森
村
敏
己
編
『
視
覚
表
象
と
集
合
的
記
憶
│
歴
史
・
現
在
・
戦
争
』
旬
報
社
、
二
〇
〇
六
年
。

中
田
整
一
「
あ
の
戦
争
を
い
か
に
語
り
継
ぐ
の
か
」『
月
間
民
放
』
八
月
号
、
二
〇
一
三
年
。

成
田
龍
一
「
現
代
社
会
の
中
の
戦
争
像
と
戦
後
像
」
成
田
龍
一
・
吉
田
裕
編
『
記
憶
と
認
識
の
中
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

野
上
元
「
テ
ー
マ
別
研
究
動
向
（
戦
争
・
記
憶
・
メ
デ
ィ
ア
）

│
議
題
設
定
の
時
代
拘
束
性
を
超
え
ら
れ
る
か
？

│
」『
社
会
学
評
論
』
六
二

（
二
）
二
〇
一
一
年
。

奥
田
博
子
『
原
爆
の
記
憶

│
ヒ
ロ
シ
マ
／
ナ
ガ
サ
キ
の
思
想
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。

小
熊
英
二
『
民
主
と
愛
国　
戦
後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
公
共
性
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
二
年
。

N
ora, P

. 

（ed

）., 1998, R
ealm

s of M
em

ory, vols 1-3, (trans.) A
. G

oldham
m
er. N

ew
 Y

ork: C
olum

bia U
niversity P

ress. 

ピ
エ
ー
ル
・
ノ

ラ
編
『
記
憶
の
場　
フ
ラ
ン
ス
国
民
意
識
の
文
化
』
谷
川
稔
監
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

斎
藤
美
奈
子
「『
戦
争
の
語
り
方
』
の
語
り
方
」『
ち
く
ま
』
二
月
号
、
二
〇
一
二
年
。

桜
井
均
『
テ
レ
ビ
は
戦
争
を
ど
う
描
い
て
き
た
か

│
映
像
と
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

桜
井
均
「
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
戦
争

│
何
が
描
け
な
か
っ
た
か
」『
月
刊　
民
放
』
八
月
号
、
二
〇
一
四
年
。

佐
藤
卓
己
『
増
補　
八
月
十
五
日
の
神
話

│
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
ち
く
ま
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

関
沢
ま
ゆ
み
編
『
戦
争
記
憶
論

│
忘
却
、
変
容
そ
し
て
継
承
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
。

（
四
九
六
）



「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
米
倉
）

七
九

柴
田
優
呼
『〝
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
〞　
被
爆
神
話
を
解
体
す
る

│
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
日
米
共
犯
関
係
の
原
点
』
作
品
社
、
二
〇
一
五
年
。

庄
司
潤
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
戦
争
呼
称
に
関
す
る
問
題
の
一
考
察
」『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
一
三
巻
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
。

砂
間
裕
之
「
戦
争
体
験
は
ど
う
す
れ
ば
伝
わ
る
の
か

│
「
千
の
証
言
」
で
の
工
夫
と
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
」『
新
聞
研
究
』
No.
七
七
四
、
二
〇
一
六
年
。

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
・
ス
ズ
キ
『
過
去
は
死
な
な
い

│
メ
デ
ィ
ア
・
記
憶
・
歴
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

宋
吉
慶
「
戦
争
体
験
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
│
「
良
識
と
正
義
の
呼
び
声
」
│
」
坂
部
晶
子
訳
『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
一
年
。

テ
レ
ビ
東
京
編
『
テ
レ
ビ
東
京
50
年
史
』
二
〇
一
四
年
。

安
川
晴
基
「「
記
憶
」
と
「
歴
史
」

│
集
合
的
記
憶
論
に
お
け
る
一
つ
の
ト
ポ
ス
」『
藝
文
研
究
』
九
四
号
、
二
〇
〇
八
年
。

吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観
│
戦
後
史
の
な
か
の
変
容
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

吉
田
裕
「
加
害
の
『
忘
却
』
と
日
本
政
府
」、
森
村
敏
己
編
『
視
覚
表
象
と
集
合
的
記
憶
│
歴
史
・
現
在
・
戦
争
』
旬
報
社
、
二
〇
〇
六
年
。

吉
田
裕
「
せ
め
ぎ
あ
う
歴
史
認
識
」
成
田
龍
一
・
吉
田
裕
編
『
記
憶
と
認
識
の
中
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

（
四
九
七
）
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